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（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り

汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係

る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に

よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等

に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年

厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
条
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
五
号
に
規

定
す
る
原
子
炉
施
設
」
を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第

二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
」
に
改

め
、「
及
び
第
三
十
二
条
」
を
「
、
第
三
十
二
条
及
び
第

四
十
四
条
（
同
条
第
一
項
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。）」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
の
二
中
「
つ
い
て
は
、」の
下
に
「
第
十

一
条
（
同
条
第
一
項
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）、」

を
、「
お
い
て
、」の
下
に
「
第
十
一
条
第
一
項
中
「
除
染

等
業
務
従
事
者
」
と
あ
る
の
は
「
電
離
則
第
四
条
第
一

項
の
放
射
線
業
務
従
事
者
（
次
項
及
び
第
十
四
条
に
お

い
て
単
に
「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
い
う
。）」
と
、

同
条
第
二
項
中
「
除
染
等
業
務
従
事
者
」
と
あ
る
の
は

「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
、」を
加
え
、「
電
離
則
第
四

条
第
一
項
の
放
射
線
業
務
従
事
者
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
単
に
「
放
射
線
業
務
従
事
者
」
と
い
う
。）」を「
放

射
線
業
務
従
事
者
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附

則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
五
年
七
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰

則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
九
十
四
条
の
七
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
四
項
」

を
「
法
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
、「
法
第
五
十
条
の
二

第
五
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
の
八
第
一
項
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第

一
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
第
一
項
の
表
第
二
号
の
記
載
す
べ
き
事

項
の
欄
４
中
「
又
は
格
納
容
器
等
」
を
削
る
。

第
百
三
十
三
条
中
「
法
第
百
七
条
第
八
項
」
を
「
法

第
百
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
二
の
二
中「

電
気
事
業
法
第
5
0条
の
２

第
３
項
」

を「
電
気
事
業
法
第
5
1条
第
３
項
」

に
改
め

る
。様

式
第
八
十
四
の
裏
面
中「

第
4
9条
か
ら
第
5
2条
ま

で
、
第
5
4条
及
び
第
5
5条
」

を「
第
4
9条
及
び
第
5
0条
」

に
改
め
、

「
、
燃
料
体
の
加
工
を
す
る
者
」

、「若
し
く
は

格
納
容
器
等
」

及
び「

６
主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
機

構
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況

又
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。」

を
削
り
、「７

経
済
産
業
大
臣
」

を「
６

経
済
産
業
大
臣
」

に
改
め
、「第

5
0条
の
２
第
３
項
、

第
5
2条
第
３
項
、
第
5
4条
第
１
項
若
し
く
は
第
5
5条
第

４
項
（
原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
場
合
に
限
る
。）又

は
」

を
削
り
、「第

1
0
7条
第
７
項
」

を「
第
1
0
7条
第
６

項
」

に
、「第

5
0条
の
２
第
３
項
」

を「
第
5
1条
第
３
項
」

に
、「第

5
4条
第
１
項
」

を「
第

5
4条
」

に
改
め
、「第

1
2
0条
の
２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は
職

員
は
、
2
0万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。」

及
び「

二
第
1
0
7条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、

又
は
忌
避
し
た
と
き
。」

を
削
る
。

（
電
気
事
業
法
関
係
手
数
料
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

電
気
事
業
法
関
係
手
数
料
規
則
（
平
成
七
年
通

商
産
業
省
令
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
二
条
の
二
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
」を「
法

第
五
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
別
表
第
二
の
二
」
を
「
別

表
第
三
」
に
、「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
を
「
法
第

五
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め
、同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
別
表
第
六
」
を
「
別
表
第
五
」

に
、「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条

第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

別
表
第
三
を
削
る
。

別
表
第
二
の
二
中
「
第
二
条
の
二
」
を
「
第
三
条
」

に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
三
と
す
る
。

別
表
第
五
を
削
る
。

別
表
第
六
中
「
第
六
条
」
を
「
第
五
条
」
に
改
め
、

同
表
を
別
表
第
五
と
す
る
。

（
発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め

る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
原
子
力
発
電
工
作
物
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
四
条
中「（
原
子
力
発
電
所
に
施
設
す
る
も
の

を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

（
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の

た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理

等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
て
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八
号
」

を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め

る
。第

十
一
条
第
三
項
中「
第
二
十
三
条
第
二
項
第
八
号
」

を
「
第
四
十
三
条
の
三
の
五
第
二
項
第
八
号
」
に
改
め

る
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業

省
令
第
七
十
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
三
条
の
二
の
二
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
一

項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
五
第
二
項
第
二
号
中
「
法
第
五
十
条

の
二
第
七
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
第
七
項
」
に
改
め

る
。第

七
十
三
条
の
六
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
」

を
「
法
第
五
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号

中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条

第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
六
の
二
第
一
項
中
「
法
第
五
十
条
の

二
第
三
項
」
を
「
法
第
五
十
一
条
第
三
項
」に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
八
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
四
項
」

を
「
法
第
五
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
九
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
五
項
」

を
「
法
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
二
条
の
二
第
二
項
及
び
第
八
十
三
条
の
二
第

一
号
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
を
「
法
第
五
十

一
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
中
「
特
定
ボ
イ
ラ
ー
等
又
は
輸
入
特
定

ボ
イ
ラ
ー
等
を
」
を
「
ボ
イ
ラ
ー
等
で
あ
っ
て
耐
圧
部

分
に
つ
い
て
溶
接
を
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
特
定
ボ
イ
ラ
ー
等
」
と
い
う
。）又
は
耐
圧
部
分
に

つ
い
て
溶
接
を
し
た
ボ
イ
ラ
ー
等
で
あ
っ
て
輸
入
し
た

も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
輸
入
特
定
ボ
イ
ラ
ー

等
」
と
い
う
。）を
」
に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
四
項
」を「
法

第
五
十
一
条
第
四
項
」に
、「
法
第
五
十
条
の
二
第
五
項
」

を
「
法
第
五
十
一
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
十
九
条
の
二
中
「
法
第
五
十
四
条
第
一
項
」
を

「
法
第
五
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
の
四
第
二
項
及
び
第
九
十
四
条
の
五
第

一
号
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
を
「
法
第
五
十

一
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
原
子
力
発
電
工
事
償
却
準
備
引
当
金
に
関
す
る
省
令

の
一
部
改
正
）

第
六
条

原
子
力
発
電
工
事
償
却
準
備
引
当
金
に
関
す
る

省
令
（
平
成
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十

六
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い

う
。」を
加
え
、「
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第

四
十
三
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、同
条
第
二
号
中「
電

気
事
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
四
十
七
条
第
一

項
」
を
「
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第

一
項
」
に
、「
法
」
を
「
電
気
事
業
法
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
法
第
四
十
七
条
第
一
項
」
を
「
原
子
炉

等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の
九
第
一
項
」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
附
則
第
一

条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年

七
月
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第

四
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令

の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
済

産
業
省
関
係
省
令
の
整
理
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
八
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
理
等
に
関
す
る
省

令

（
原
子
力
発
電
施
設
解
体
引
当
金
に
関
す
る
省
令
の
一

部
改
正
）

第
一
条

原
子
力
発
電
施
設
解
体
引
当
金
に
関
す
る
省
令

（
平
成
元
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
」

の
下
に
「
。
以
下
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。」を

加
え
、
同
条
第
一
号
イ
中
「
原
子
炉
施
設
」
を
「
発
電

用
原
子
炉
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
原
子
炉

設
置
者
」
を
「
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
に
改
め
、
同

条
第
五
号
中
「
電
気
事
業
法
第
四
十
七
条
第
一
項
又
は

第
二
項
」
を
「
原
子
炉
等
規
制
法
第
四
十
三
条
の
三
の

九
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。
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